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子どもの場面緘黙の
基本的な理解について

分かってほしい！話したくても話せない
～子どもの場面緘黙の理解と支援～

◀ 申込フォームはこちら
必要事項を入力し、送信してください。受付確認メールを送信いた
します。なお、いただいた情報は、今回の市民講座のご案内にのみ
使用し、厳重に管理いたします。

都立王子特別支援学校 小学部教諭。知的発達症・自閉スペクトラム症など神経発
達症、重度重複障害、場面緘黙、触法少年、統合失調症等の児童・生徒の指導・支
援を担当しながら、早稲田大学大学院教育学研究科修士課程にて「場面緘黙と呈し
た一卵性双生児への療育的支援」をテーマに研究を行う。また、場面緘黙に関して、
日本特殊教育学会 第53回大会（2015） 自主シンポジウム「学校における緘黙生徒の
個別支援・進路指導」における話題提供者、「学びの場.com」教育つれづれ日誌にて
「場面緘黙（かんもく）について知ってください～安心できる学校環境と信頼関係」を
執筆、Yahoo!ニュースにて場面緘黙について解説、コメントを行う（2016/10/13）。主
な著書に『特別支援教育における3観点の「学習評価」通知表の各教科・段階別文例
集と記入例』（明治図書 2020）、『DCD・不器用な子も楽しめるスポーツがある社会
のために　運動に悩む子・先生・コーチへのメッセージ』（金子書房 2022）、『改訂新
版くらしに役立つ数学』（東洋館出版社 2024）など。

吉田 博子 氏
都立王子特別支援学校 小学部教諭

教育現場における
場面緘黙の子どもへの支援

4月2日　 ～8日水 火
会場 ▶ 中央キャンパス 研究所棟

会場 ▶ 武庫川女子大学中央キャンパス
　   　公江記念館地下１階大講義室

研究所棟がブルーにライトアップされます。

ブルーライトアップ市民公開シンポジウム

13：00～16：50（受付 12：30より）

入場無料（会場定員100名） 要事前申込

ハイブリッド（会場＋Zoomによるオンライン・ライブ配信）により開催予定です。
※新型コロナウイルス感染症等の状況によりオンライン開催のみとなる可能性があります

3月23日 日日

～武庫女を青く照らそう！～
MUKOJO!2025

4月2日は世界自閉症啓発デーと国連で定められ、その日から1週間の発達障害啓発週間、Light It Up Blueとして世界中の主なランドマークが
青くライトアップされます。武庫川女子大学では、2019年から毎年、ライトアップと市民公開講座を開催しています。
今回、市民公開シンポジウムとしてリニューアルを行い、その第1回目のテーマを子どもの場面緘黙としました。場面緘黙の子ど
もは家族など親しい人とは会話ができるのに、学校など特定の場面で話すことができないため、家庭では気づかれにくく、また、
発達障害者支援法の対象であるにもかかわらず、まだまだ認知度の低い状況が続いています。そのため、保育・教育現場でも
「ただのおとなしい子ども」「わざと話さない、反抗的な子ども」などの誤解も多く、叱責やいじめ、不登校に繋がりやすく、さら
に、医療機関などに相談しても「いずれ話せるようになる」など不適切な対応により、診断や適切な介入や支援が遅れ、青年
期・成人まで持ち越すこともあります。このシンポジウムを通じて、場面緘黙について知ってきただき、適切な支援や治療、合
理的配慮につながることを願っています。多数のご参加をお待ちしております。


